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2016年3月期 第3四半期

決算概要

テルモ株式会社

上席執行役員 ＩＲ・広報室担当

北畠 一明

2016年2月4日

北畠 明

2016年2月4日

（億円）
決算総括： 高収益品の拡大により大幅増益

単位：億円
１４年度
Ｑ３累計

１５年度
Ｑ３累計

増減率
為替除く
増減率

売上高 3 632 3 960 +9% + 5%売上高 3,632 3,960 +9% + 5%

粗利益 1,907 (52.5%) 2,146 (54.2%) +13% + 9%

一般管理費 1,169 (32.1%) 1,272 (32.1%) +9% + 4%

研究開発費 209 (  5.8%) 233 (  5.9%) +11% + 5%

営業利益 529 (14.6%) 641 (16.2%) +21% +23%

（のれん等償却除く） 658 (18 1%) 794 (20 1%) 21% 19%（のれん等償却除く） 658 (18.1%) 794 (20.1%) +21% +19%

経常利益 587 (16.2%) 610 (15.4%) +4%

純利益 334 ( 9 2%) 435 (11 0%) +30%

 売上 ：グロ バルで カテ テルを中心に心臓血管が牽引し継続伸長

期中平均レート
US$     107円

EUR 140円

122円

134円

純利益 334 (  9.2%) 435 (11.0%) 30%

 売上 ：グローバルで、カテーテルを中心に心臓血管が牽引し継続伸長

 営業利益 ：心臓血管における高収益品の売上拡大に伴い粗利益が増加

 経常利益 ：前年同期の為替差益（81億）に対し 今年度は差損（24億）
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 経常利益 ：前年同期の為替差益（81億）に対し、今年度は差損（24億）

 純利益 ：幡ヶ谷（東京都渋谷区）の土地売却益など



営業外・特損益・法人税
（億円）（億円）

１４年度
Ｑ３累計

１５年度
Ｑ３累計Ｑ３累計 Ｑ３累計

営業外損益 58 -31
為替 １４年度 +81

１５年度 -24

経常利益 587 610 前同比+4％

１４年度
欧州再編 64

特別損益 -64 +43
欧州再編 -64

１５年度

幡ヶ谷土地売却 (Q2)   +44

税前利益 523 653 前同比+25%

法人税等合計 -189 -219
税制改正 税負担減 18

法 税

法人税等負担率 36% 33%
税制改正 税負担減 18

純利益 334 435 前同比+30%
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純利益 334 435 前同比

営業利益増減分析
（億円）
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営業利益増減分析
（億円）（億円）

心臓血管 ホスピタル 血液システム
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14年度

Ｑ３累計

15年度

Ｑ３累計

１５年度 Ｑ３累計：為替変動の影響 （対前年比）

期中平均レート 14年度 15年度
USD 107 122  (+ 15円） 14%安
EUR 140 134 (△ 6円） 4%高

売上高 営業利益

EUR 140 134  (△ 6円） 4%高
人民元 17.3 19.3 (+   2円） 12%安 （億円）

USD ＋１４５ － ８
のれん等影響
－１８

EUR ２０ １６EUR － ２０ －１６

人民元建売上影響
＋３０

人民元 ＋ ３０ ＋１８
＋３０

製造原価影響
－１２－１２

他新興国通貨 － ５ － ３

合計 ＋１５０ － ９
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合計 ＋１５０ ９



地域別売上高
１５年度Ｑ３累計

海外 764
欧州（億円）

１４年度Ｑ３累計

（ ）内は為替影響除く

１５年度Ｑ３累計

35%

2,556
+14% (+7%)

1,087

784
欧州

米州

-3% (+1%)

（億円）

65%

35%
連結

+9% (+5%) 260

909

169

米州

中国

+20% (+6%)

65%
日本
1,404
+1%

444

169

380
アジア 他

+53% (+37%)

+1% 380
+17% (+9%)

 日本：｢Ultimaster｣を中心に心臓血管が全体を牽引し増収

 欧州：ホスピタル合理化に加え、血液事業において対ドル・ユーロ安の影響を受け減収

 米州：カテーテルやニューロが継続伸長
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 中国：代理店網の見直しで、内陸部の顧客カバー率が拡大し増収

カンパニー別売上高
１５年度Ｑ３累計

（億円）

1 932

１４年度Ｑ３累計

（ ）内は為替影響除く

１５年度Ｑ３累計

心臓血管

血液システム
20％

1,932

1,659
心臓血管

+16% (+10%)
心臓 管

49％ 1,228

1,225
ホスピタル

+0% (-1%)

ホスピタル
31％

800

748
血液システム

+7% (+3%)+7% (+3%)

 心臓血管：海外カテーテルおよびニューロの継続伸長に加え、｢Ultimaster｣が牽引し、

為替の影響を除いても二桁伸長為替の影響を除いても二桁伸長

 ホスピタル：欧州における合理化の影響

血液 新興 成分 全血採血 加 治療 が継続伸長
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 血液システム：新興国の成分・全血採血に加え、治療アフェレシスが継続伸長



心臓血管カンパニー: 海外カテーテル・ニューロに加え日本も大幅伸長

１４年度
累計

１５年度
累計

増減率 為替除く

（億円）

Ｑ３累計 Ｑ３累計
増減率 為替除く

売上高 1,659 1,932 +16% +10%
事業利益（率） 342 (21%) 478 (25%) +40% +26%

＜売上面＞＜売上面＞

海外カテーテルやニューロが北米を中心に継続伸長 ＋157億

中国：代理店網の見直しにより内陸部の顧客カバー率拡大 ＋ 76億

＜利益面＞

海外カテーテルおよびニューロの売上拡大、また「Ultimaster」のグローバル

での売上拡大による利益増とポートフォリオミックスの改善
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での売上拡大による利益増とポ トフォリオミックスの改善

ホスピタルカンパニー:D&D､DMの伸長､コスト改善活動で収益は改善傾向

１４年度
累計

１５年度
累計

増減率 為替除く

（億円）

Ｑ３累計 Ｑ３累計
増減率 為替除く

売上高 1,225 1,228 +0% -1%
事業利益（率） 165 (13%) 182 (15%) +11% +12%

＜売上面＞＜売 面＞

日本：腹膜透析や疼痛緩和が引き続き伸長 ＋ 17億

糖 「 等 が日本：血糖計や「ナノパス」等DM製品が伸長 ＋ 4億

欧州：ポートフォリオ再編の取り組み － 21億

＜利益面＞

工場における継続的なコスト改善に加え 原油安による材料費減
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工場における継続的なコスト改善に加え、原油安による材料費減



血液システムカンパニー： 新興国､アフェレシス治療が継続伸長

１４年度
Ｑ３累計

１５年度
Ｑ３累計

増減率 為替除く

（億円）

Ｑ３累計 Ｑ３累計
増減率 為替除く

売上高 748 800 +7% +3%
事業利益（率） 142 (19%) 143 (18%) +1% +8%

＜売上面＞＜売上面＞

アフェレシス治療や細胞処理システムが継続伸長 ＋33億

中国 アジアにおいて成分 全血採血ともに伸長 ＋29億中国・アジアにおいて成分・全血採血ともに伸長 ＋29億

＜利益面＞

米国を中心とした新価格のマイナス影響

米国生産・欧州販売製品での対ドル・ユーロ安によるマイナス影響
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Ｑ３ 主なトピックス

今年度の中間配当、また期末配当予想を増額修正（11月）

「テルモ コーポレート・ガバナンス基本方針」制定（11月）「テルモ コ ポレ ト ガバナンス基本方針」制定（11月）

3製品が2015年度グッドデザイン賞を受賞（10月）

全社

静脈留置針
「サーフローＶ３」

ニードルフリー輸液システム
「シュアプラグＡＤ」シリーズ

血栓吸引カテーテル
「エリミネートプラス」

日経フォーラム｢世界経営者会議｣（11月）：

イノベーションについて登壇（新宅）

日本で薬剤溶出型ステント「Ultimaster」をローンチ（10月）
事業
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ヒト(自己)骨格筋由来細胞シート｢ハートシート」の保険償還価格決定(11月)

事



１５年度パイプライン製品のローンチ状況

領域 製品 地域 ローンチ

DES（Ultimaster）
◎◎
★

日 10･1発売

領域 製品 地域 ローンチ

CV
遠心ポンプ・ディスポ
（PCPS用）

日
Q4

予定
心臓

★

次期血栓吸引
カテーテル

欧・南米・亜 Q4予定

★

（PCPS用） 予定

血液 自動製剤化システム ★ 日
FY16
予定

ペリ
フェラル

ステント（Misago） ★ 米 Q1

PTAバルーン（膝上） 欧・米 Q2
フ ラル

PTAバルーン（膝下） 日
FY16
予定

塞栓用ビーズ ★ 欧 Q1

脳

コイルアシスト・ステント ◎ 日 Q1

液体塞栓剤 ★ 欧 Q1脳 液体塞栓剤 ★ 欧 Q1

プロテクションデバイス ★ 欧
Q4

予定

DES 「Ultimaster」

日本ローンチ（10月1日）
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◎ 業績貢献 大、★ イノベーション度 高

業績予想修正

第3四半期の好調を反映し、業績予想を修正

（億円） 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益（億円） 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

従来予想(9月) 5,250 760 730 485

今回修正予想 5,250 800 750 500

経常利益以下は、年度末の為替レートの変動によって変わる可能性あり

修正額 ― +40 +20 +15

第4四半期の動向予想

海外カテーテル・ニューロが好調という基本トレンドは変わらず海外カテーテル・ニューロが好調という基本トレンドは変わらず

懸念材料としては、

日本での競合DESのローンチ

血液事業の価格低下（3Q末まででほぼ完了、４Qはフルに影響）
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新興国通貨安



自己株取得500億円（取得期間：2016年2月5日～3月31日）

目的：資本効率の向上
 コーポレート・ガバナンス基本方針に沿った機動的な資本戦略の一環ナ 本方針 沿 機動 資本戦略 環

今後の対応
成長投資優先の方針に変わりない成長投資優先の方針に変わりない

技術買収は積極的に実施、その他も探索中

成長投資と手元資金のバランスを見ながら検討

参考： ROE推移

11 9%
12.0%6,000 (億円) ROE

242 470 341                    385当期純利益

7.0%

11.9%

7.3% 7.2%
4.0%

8.0%

2,000

4,000

自己資本

ROE
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FY11 FY12 FY13 FY1411年度 12年度 13年度 14年度



2016年3月期　第３四半期決算　補足資料

セグメント別売上概況  （単位：百万円）

%＝前年比

日本 海外 合計 日本 % 海外 % 合計 %

　TIS 25,896 87,347 113,244 27,263 5.3% 105,434 20.7% 132,698 17.2%

　ニューロバスキュラー 1,694 12,422 14,117 1,756 3.7% 17,402 40.1% 19,158 35.7%

　CV 6,908 22,066 28,975 7,238 4.8% 23,897 8.3% 31,135 7.5%

　血管 1,495 8,058 9,553 1,507 0.8% 8,741 8.5% 10,249 7.3%

心臓血管カンパニー 35,995 129,894 165,890 37,765 4.9% 155,476 19.7% 193,241 16.5%

　基盤医療器 37,241 22,106 59,347 37,279 0.1% 21,411 -3.1% 58,691 -1.1%

　D&D 40,779 3,931 44,710 41,012 0.6% 4,047 2.9% 45,059 0.8%

　DM・ヘルスケア 15,695 2,712 18,407 15,965 1.7% 3,060 12.9% 19,026 3.4%

ホスピタルカンパニー 93,716 28,749 122,466 94,257 0.6% 28,520 -0.8% 122,777 0.3%

血液システムカンパニー 9,210 65,634 74,844 8,410 -8.7% 71,561 9.0% 79,972 6.9%

計 138,922 224,278 363,201 140,433 1.1% 255,558 13.9% 395,991 9.0%

（期中平均為替レート） (US$1=\106.73) (US$1=\121.74)
(EUR1=\140.21) (EUR1=\134.41)

キャッシュ・フロー計算書（要約）

営業キャッシュ・フロー

投資キャッシュ・フロー

フリーキャッシュ・フロー

2015年3月期　第３四半期累計 2016年3月期　第３四半期累計

 32,096  13,920

42,409

2015年3月期
第３四半期累計

2016年3月期
第３四半期累計

51,641

10,313 37,721

財務キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の換算差額

現金及び現金同等物の増減

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

参考情報

研究開発費

設備投資額

減価償却費

一株当たり当期純利益（円）

21,260

20,949

2016年3月期
第３四半期累計

23,261

2015年3月期
第３四半期累計

テルモの開示資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。様々な要因により、実際の業績等が変動する可能性があ
ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、テルモの事業領域を取り巻く経済情勢、為替レートの変動、
競争状況などがあります。

45,000

88.02 115.31

30,075

132.59

33,228

2016年3月期
見通し

35,000

29,000

92,088

11,872

10,923  1,308

205,822 188,534

 24,539

113,324

176,66292,498

30,778


